
1/7 龍神祭り盛大
5/13 恵比須祭り、以前は
漁船のパレードもあった。
10/9 秋の例大祭、佐太
神能による悪斬り神事

他に弁天祭3/13、八坂
神社祭7/14、魚見山神
社祭11/7等

行事・祭り

笠 浦

1/3左義長（宮練り）
1/5御田植え神事（拝殿
で田植えの所作）
御的祭（やたがらすを弓
で打つ）
1/6とんど祭り

行事・祭り

北 浦千 酌

1/第二月曜とんど焼き、
町内随一の大きさと思う。
謡初1/1、伽藍さん1/4、
御田植神事1/6

山の神祭礼2/9
供物はオコゼ

流鏑馬神事4/3
弁天祭10/30

行事・祭り

爾佐神社、延喜式の式内
社、祭神は都久豆美命
蓮花寺、臨済宗南禅寺派

社  寺

ダイヤモンド麻仁祖山は4月初旬頃見られる。
（爾佐神社の鳥居から麻仁祖山に昇る朝日を見る。）

千酌駅　出雲国風土記
に記載の隠岐への渡し場
岩山古墳群 ７基確認、ま
だ数があった。
忠山城

遺  跡

稲 積

総出で行なう7月の祇園
祭は荒ぶる神輿に水をか
けながら練り歩き、祭りの
ハイライトでは神輿を海
に投げ入れて神の気を静
める。

春、秋、新嘗祭、夏の祇園
祭、新年の歳徳祭り

行事・祭り

二艘引き船がたくさんあ
り、盆には帰省し防波堤
にずらりと並び威容を
誇っていた。

歴  史

以前伊奈阿気神社は麻
仁祖山の頂上にあった。

盆に頂上にたいまつを灯
していた。隠岐の島や東
出雲からも見えて「出雲
の御神火」と呼ばれてい
た。
稲積はとにかく真面目で
団結力が凄いです。

風  習

稲積川の源氏蛍

その他

菅 浦

1/3ガラン祭
1/3大々的にとんどさん
祇園祭に悪切りを行う。

行事・祭り

須義神社
現種院
北禅寺
阿弥陀堂（伽藍山）

社  寺

かって北浦から移住（永
禄６年、１５６３年）

かって造船所が３軒あり、
島根半島の和船づくりの
中心だった。製材所が有
り、造船を支えていた。

歴  史

防災意識が高い 明治十
年代に大火があった。

消防団員の減少を消防
協力隊、婦人消防隊が支
えている。 
須義の子会、菅浦まとま
りの元 
年に１～２回、「何でも
市」を行い、区民の集い
の場となっている。

その他

片 江

墨付けとんどは毎年凄い
賑わい
膝餅つきは年末にあり、
毎年テレビ放送あり。
夏の虫干し祭り（墨付け）
に地域の交流会

木野山祭り・お的祭・祇園
祭・延命地蔵祭・片結神社
祭・お盆には花火

行事・祭り

二艘式機船底曳網漁業
発祥の地

片江船団が遠洋漁業の
先駆的役割を果たした。

歴  史

保育所、小学校、中学校
は廃校

元美保関町役場所在地

ボランティアグループせ
んだんの会の活動が注目
されている。

外国人対応ゲストハウス
かたゑ庵が再三テレビ放
送

その他

美保関

青柴垣神事
諸手船神事

行事・祭り

美保神社
佛谷寺（重要文化財の仏
像）

社  寺

美保関灯台
日本から5か所選ばれた
世界灯台１００選のうち
の一つ

景  観

盆踊りの歌「関くどき」
一目千本五本松公園の
ツツジ

その他

出雲国風土記に「玉結浜
と呼ばれ、碁石あり」と記
述され、いまでも碁石や
砥石の材料になる石が採
取できる。

の景観が素晴らしい。隠
岐島も見える。
ただし路上駐車で交通の
妨げになることもある。

歴  史

現在海洋ゴミが漂着して
いる。

その他

笹 子

正月・お日待ち神事、新年
会、とんどさん

玉結神社のお祭り
春祭り・秋の例大祭・新嘗
祭

龍神祭り・御崎神社祭り・
祇園祭・荒神祭り

大般若祈祷法要・お地蔵
祭り

行事・祭り

美しい海、きれいな砂浜
に魅せられて、毎年夏季
シーズンには海水浴客が
押し寄せる。

明島大橋から見る笹子浦

景  観

枕木山華蔵寺までの山
道は眺望も良く、千酌か
らよく歩いて登った。小学
校や保育所の遠足にも利
用されていた。

景  観

正月・とんどさん

1/6数珠繰り
阿弥陀堂で全長約15ｍ
程の数珠を約２０人ほど
の参加者が輪に座して
「南無阿弥陀仏」を唱え
数珠を繰る。

9/1明島神社例大祭
八朔祭、前夜祭では参道
に約50個の提灯に明か
りが灯り、風情がある。

10/28荒神祭り

行事・祭り

惣 津

とんど祭りは苗字によっ
て地区が２分割され、夜
明けから始める「朝日とん
ど」と前日の午後から始
める「夕日とんど」がある。

荒神祭りは稲藁で長さ３
ｍ前後の大蛇（オス・メ
ス）を作り、「〆縄」と「へ
いぐし」「しと」と共に奉
納する。

行事・祭り

法 田

奢母智神社の頭屋行事
で稲わらで大蛇作り

行事・祭り

沖合にクジラの形をした
和久王島が見られる。

景  観

のんのんばあ出身地

その他

諸 喰

かんから祭り
平安時代に合戦があり、
その後疫病が流行ったた
め、合戦で討たれた源義
親の祟りだという事にな
り、東に源義親、西に平正
盛を祭って祭りを行ったと
ころ疫病が治った。

亥の子さん 11月の最初
の亥の日に餅をつき祝う。 
この日に子供達が囃子歌
を歌いながら各家を巡り、
「亥の子づき」をします。

行事・祭り

雲 津

とんどまつり
年3回祭りを行なってい
る。1回は漁師のまつり。

行事・祭り

軽 尾

荒神様への奉納のため
の龍神様をわらで作り奉
納祭り
美保神社から神主さんが
ミソギノために才浦海岸
に来る。

行事・祭り

血ヶ谷、腕山など古戦場
がある。

遺  跡

昔は砂浜、今は海洋ゴミ
が漂着している。

その他

才 浦

正月の歳徳神祭り、宮を
ねって家庭を回り最後に
天神社までいく。

11月の最終日曜に行な
う荒神祭。稲藁で龍を作
り奉納する。長さ約20m

12／1天神祭り、何百年
の歴史があるとの言い伝
えがある。

行事・祭り

海 崎

男女岩

景  観

出雲国風土記には、胆由
比浜（たゆいはま）とあ
り、マグロがとれた。

その他

長 浜七 類

正月・トンド祭り（神輿の巡
行）当屋交代時には顔に
墨の化粧をして練り歩く。

行事・祭り

常楽寺横の大日堂は本尊
大日如来、脇立広目天、毘
沙門と記される。本尊は藤
原式彫刻で当地方として
は貴重な文化財である。
この仏像は東風の荒れた
日に堂前の浜に流れ着い
たのを安置したと伝えられ
ている。

社  寺

塚さん
地区内に三十数ヶ所あり、
尼子の将士を墓標を建て
てその霊を祀った。いまも
丁寧に祀っている。

遺  跡

奈良時代、出雲国風土記
に「質留比浦」
室町時代、七類
江戸時代、七類浦

歴  史

料理　サザエの胡麻和
え・イワシの酢づけでオカ
ラを巻いたコハダ・イワシ
のまるごとぬかづけ

その他

福 浦

とんどさん
夏、祇園祭
なます祭り、春と秋に行な
う。だいこんなますをつく
り、地区住人が集まり家内
安全、五穀豊穣を祝う。

行事・祭り

元福浦は現在の宮ノ谷地
区に中心があったと言い
伝えられている。当時福
浦千軒と言われていた。
尼子時代のこと。

歴  史

小さな頃、夕方遅くまで
遊ぶと人さらいに合うと
言われた。

その他

宇 井

とんどさん

行事・祭り

網場神社

社  寺

境水道大橋ごしの大山の
眺望などがきれい。

境港の漁船の灯で夜でも
昼間のようなことがある。

景  観

境水道大橋が出来る前
は渡し船やフェリーボー
トが発着していた。

昔おじいさんがお酒を飲
んで対岸から大声で呼ぶ
と伝馬船を漕いで迎えに
行っていた。

その他

森 山

1/3とんどさん
11月はんぼかぶり神事
12月荒神さん祭、藁で大
蛇を作り神木に巻き付け
る。

行事・祭り

横田神社
出雲国風土記に記載、奈
良時代からの神社

萬福寺
勤皇の志士、松本巌の頌
徳碑 芋地蔵

社  寺

サルガ鼻、権現山洞窟住
居跡遺蹟
横穴墓群、古墳群
尼子の城 宮山、権現山、
鈴垂城の三ヶ所

遺  跡

伊屋谷川の上流部／数
カ所に小さな滝、岩面の
露出などが見られる。

その他

下宇部尾

横田神社
ハンボカベリ行事
辻堂

社  寺

サルガ鼻洞窟遺跡
横田神社遺跡

遺  跡

玉菊娘の塔
奈佐水軍慰霊塔
トリオイ（言葉）

その他

万原

横田神社
ハンボカベリ

社  寺

身の丈ほどもある蕗が
あった。（出雲国風土記）

松江、大根島、美保関、安
来への航路の港だった。

カキの養殖などもされて
いた。

その他

区長さんや
　地区の方に聞いた
　美保関町のあれこれ


